



















'When those above are harmonious and those below ar巴 friendly,and there is 







































る話し手の言語行動と語形式．」［ 4 J 
「現代敬語は a 敬語の言葉．というよりは・礼の言葉’というほうがより適切なように
思われる．」［ 5 J 
「相手に対する話し手の敬意の有無の問題より、公の場での社交上の使用や、話者自身
の品格の保持のための使用に移行しつつある. J [ 6 J 
「日本の敬語は、単なるエチケットや形式的な礼儀といったレベルを越えたダイナミッ
クな行動論と積極的にかかわっているもので、それが日本文化の繁栄を支える原動力

































































































































すべき人の行為や物、状況についての「お仕事」「お帰り J などは、 「お［ご］ー J が尊
敬語として用いられているが、自分、又は「内」の人の行為や物についての「お札 J 、












































ことができるから J 、 「表現がやわらかく、人間関係を円滑にすることができるから J と
わうことになっている．その反面、必要だと思わない少数の者は「よそよそしい感じがす
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